
7.12
JUL 2006
NO.948
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白鷹町重要事業要望⑥
児童手当等について⑧
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〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
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日本女子ソフトボールリーグ山形大会　－　
６月10日、11日、ソフトボール場で、日本女子ソフトボールリーグ山形大会が開かれ、オリンピックに出場した選手などが熱
戦を繰り広げました。この山形大会は前期の最終戦に当たり、前年度優勝の日立＆ルネサスなど６チームが参戦。10日の３試
合は、すべてが１点差の緊迫した試合となりました。世界レベルのプレーが観戦に訪れた延べ3000人の観衆を魅了しました。
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白
鷹
町
文
化
交
流
�
�
�
�
基
本
計
画

策
定
�
�
�
�

文化伝承発信機能

（親子ふれあい機能）

多目的交流機能

屋外交流広場

ギャラリー的機能

屋内と屋外の
一体的活用

全体イメージ

ロビー機能

音に配慮した「多目的交流空間」、美に配慮した「ギャラリー空間」、　これらを一体的に結びつける「文化伝承発信空間」、

施設と一体的に活用できる屋外交流広場
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文化伝承発信機能

（親子ふれあい機能）

多目的交流機能

屋外交流広場

ギャラリー的機能

屋内と屋外の
一体的活用

全体イメージ

ロビー機能

音に配慮した「多目的交流空間」、美に配慮した「ギャラリー空間」、　これらを一体的に結びつける「文化伝承発信空間」、

施設と一体的に活用できる屋外交流広場

文化と交流と人づくり
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新しい文化が生まれ育つための

“拠り所”として－

　

広
報
し
ら
た
か
６
月
12
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
中
間
報
告
に
、

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
加
え
て
、「
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

中
間
報
告
以
降
の
主
な
修
正
点

�
白
鷹
町
全
体
�
新
�
�
�
�
�

�

�
�
�
拠
点
�
�
�
施
設
�
�

�

�
�
�
�
明
記
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
機
能
�
�
�
�
�

�

郷
土
�
生
�
�
梅
津
五
郎
画
伯

�

�
顕
彰
�
�
表
現
�
加
�
�
�

�

�
�

�
�
�
�
機
能
�
�
�
�
�
説
明

�

�
加
�
�
�
�
�
�
�
�
�
入

�

�
�
�
�
開
放
的
�
空
間
�
�

�

�
�
展
示
空
間
�
�
�
�
活
用

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
説

�

明
�
加
�
�
�
�
�
�

�
屋
外
交
流
広
場
�
�
�
�
�
整

�

備
�
�
�
�
�
町
民
参
加
�
考

�

慮
�
�
�
水
辺
空
間
�
創
出
�

�

�
�
屋
外
�
�
�
�
設
置
�
�

�

�
�
�
加
�
�
�
�
�

以
上
が
主
な
修
正
点
で
す
。

基
本
計
画
の
概
要

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が

目
指
す
も
の

　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

「
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
を
目
指

し
ま
す
。計

画
の
テ
ー
マ

「
出
会
い　

体
感　

未
来
」

計
画
の
特
徴

１　

文
化
を
体
感
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
行
動
意
欲
を
生
む

・
町
民
の
創
造
性
を
高
め
、
発
表

　

す
る
機
会
が
提
供
で
き
る
こ
と
。

・
文
化
の
芽
生
え
や
成
長
が
体
験

　

で
き
る
空
間
で
あ
る
こ
と
。

・
施
設
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

　

新
た
な
感
性
が
生
ま
れ
育
つ
空

　

間
で
あ
る
こ
と
。

・
白
鷹
文
化
を
認
識
し
、
伝
承
と

　

情
報
発
信
を
図
る
こ
と
が
で
き

　

る
こ
と
。

２　

住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
る

・
常
に
人
び
と
が
集
ま
る
、
和
や

　

か
な
ふ
れ
あ
い
空
間
で
あ
る
こ

　

と
。

・
気
楽
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
、
立

　

ち
寄
り
や
す
い
こ
と
。

・
住
民
の
主
体
性
や
地
域
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
能
力
を
育
む
も
の
で
あ

　

る
こ
と
。

・
運
営
を
住
民
組
織
が
担
当
し
、

　

住
民
に
開
か
れ
た
形
態
を
目
指

　

す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３　

ま
ち
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
未
来
へ
の
変

化
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

・
人
の
動
き
や
姿
が
見
え
、
ぬ
く

　

も
り
や
暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る

　

も
の
。

・
町
の
変
化
の
方
向
を
予
感
さ
せ
、

　

継
続
的
な
発
展
性
を
感
じ
さ
せ

　

る
も
の
。

・
心
理
的
に
も
外
観
的
に
も
人
々

　

の
印
象
に
残
る
、
町
の
ラ
ン
ド

　

マ
ー
ク
（
＊
１
）
に
な
る
も
の
。

４　

町
に
、
良
好
な
風
景
を
生
み

出
す

・
最
上
川
を
は
さ
む
町
並
み
風
景

　

を
生
か
し
、
そ
の
特
徴
を
高
め

　

る
も
の
。

・
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
鉄
橋
の
あ

　

る
風
景
を
生
か
し
、
そ
の
特
徴

　

を
高
め
る
も
の
。

・
特
徴
あ
る
町
並
み
と
し
て
、
新

　

た
な
風
景
と
魅
力
的
な
景
観
を

　

形
成
す
る
。

５　

情
報
発
信
に
よ
り
、
町
内
外

の
人
び
と
と
の
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
す

・
町
や
地
域
の
情
報
発
信
力
と
情

　

報
吸
収
力
を
高
め
る
。

・
町
に
来
た
人
に
、
も
う
一
度
訪

　

れ
た
い
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
。

・
継
続
し
て
、
新
し
い
情
報
が
生

　

み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

施
設
の
基
本
概
念

　

音
に
配
慮
し
た
「
多
目
的
交
流

空
間
」、美
に
配
慮
し
た
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
空
間
」、そ
れ
ら
を
一
体
的
に

結
び
つ
け
る
役
割
を
持
つ
「
文
化

伝
承
発
信
空
間
」、さ
ら
に
「
屋
外

交
流
広
場
」
が
施
設
と
一
体
と
な

り
、
こ
れ
ら
四
つ
の
機
能
が
織
り

な
す
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
交
流

を
生
み
出
す
施
設
で
す
。

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

＊１　ランドマーク…地域の目印や象徴となる建築物



　　 広報しらたか　2006.7.12●5

文化交流センター建設予定地

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
荒
砥
駅

－

鮎
貝
駅
間
に

新
駅�
四
季
の
郷
駅
�（
仮
称
）を
設
置

　

こ
れ
は
、
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、

す
で
に
分
譲
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
四
季
の
郷
」

や
そ
の
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
の
身

近
な
交
通
手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
の
新
駅
「
四
季
の
郷
駅
」

（
仮
称
）を
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
町
が
山
形
鉄
道
に
対

し
て
設
置
を
要
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
６
月
29
日
、
山
形
鉄
道
の
取

締
役
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
内
に
設
計
を
終
了
し
、

文化交流センターは
新しいまちづくりの拠点です

施
設
機
能
の
基
本
方
針

　

だ
れ
も
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る
、

町
民
に
開
か
れ
た
空
間
構
成
を
目

指
し
ま
す
。「
文
化
・
交
流
・
人
づ

く
り｣

が
高
ま
る
機
能
を
備
え
、

新
た
な
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
（
＊
２
）
の
よ
う

な
空
間
と
し
ま
す
。

①
多
目
的
交
流
機
能

　

音
楽
・
演
劇
（
観
る
こ
と
、
聴

く
こ
と
、
発
表
す
る
こ
と
）
な
ど

の
音
に
よ
る
感
性
空
間
と
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ

ー
ト
、
遊
び
を
通
じ
た
親
子
ふ
れ

あ
い
機
能
を
併
せ
持
ち
ま
す
。

②
文
化
伝
承
発
信
機
能

　

白
鷹
文
化
を
伝
承
す
る
た
め
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
、
創
作
活
動
、

交
流
活
動
に
対
応
し
、
新
た
な
情

報
集
積
と
発
信
が
で
き
る
機
能
を

持
ち
ま
す
。

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
機
能

　

芸
術
に
対
す
る
感
性
と
創
作
意

19
年
度
の
着
工
・
完
成
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
駅
の
設
置
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
住
み
や
す
い
環
境
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
の
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

規
模
な
ど
の
詳
細
は
未
定
で
す

が
、
今
後
、
山
形
鉄
道
と
協
議
を

重
ね
、「
四
季
の
郷
」
や
そ
の
周
辺

の
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
、
そ
し
て
訪
れ
る
町
外
の
か
た

が
た
と
の
交
流
の
玄
関
口
と
し
て

魅
力
あ
る
駅
を
目
指
し
ま
す
。

欲
を
高
め
る
教
育
効
果
、
将
来
の

人
間
形
成
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

な
る
機
能
を
持
ち
ま
す
。

④
ロ
ビ
ー
機
能

　

出
会
い
と
感
動
を
予
感
さ
せ
、

白
鷹
町
の
文
化
へ
の
入
り
口
と
な

る
空
間
で
す
。

⑤
屋
外
交
流
広
場

　

ア
プ
ロ
ー
チ
（
導
入
路
）、駐
車

場
、
芝
生
広
場
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ

な
ど
を
計
画
し
ま
す
。

鮎貝郵便局

JA鮎貝支店

　

こ
の
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
基
本
計
画
（
全
編
）
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役
場

２
階
の
政
策
改
革
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

今
後
は
、
施
設
設
計
の
作
業
と

と
も
に
、
さ
ら
に
具
体
的
な
運
営

計
画
を
策
定
し
、
平
成
21
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課　

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

＊２　インキュベーター…本来は卵をかえす孵卵器や保育器の意味だが、
　　　本編では育成する、支援するという意味で使用している
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地
方
財
源
�
確
保
充
実
�

�
�
�

１
．
地
方
交
付
税
の
確
保

　

地
方
交
付
税
制
度
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
源
の
不
均
衡
を
是
正

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
民
が

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で

き
る
よ
う
財
源
を
保
障
す
る
制
度

で
、
地
方
交
付
税
は
地
方
共
有
の

固
有
財
源
で
す
。
そ
の
地
方
交
付

税
制
度
の
持
つ
機
能
の
堅
持
・
総

量
の
確
保
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

２
．
過
疎
地
域
に
対
す
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
充
実

　

本
町
は
、
昭
和
45
年
に
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
社
会

資
本
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、

急
激
な
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
来
ま
し
た
。

―
�
重
要
事
業
�
�
�
�
要
望
�
�
�
�
�―

�

�
重
要
事
業
要
望
�
�
�
白
鷹
町
�
発
展
�
�
�
�
�
�

�
骨
格
�
�
�
重
要
�
事
業
�
�
�
�
�
�
�
事
業
�
着
実

�
実
現
�
�
�
�
県
�
対
�
要
望
�
�
�
�
�
�
�

�

平
成
19
年
度
�
向
�
�
要
望
�
�
�
�
主
要
�
項
目
�
�

�
�
�
知
�
�
�
�
�
�

の
推
進
を
図
る
た
め
、
県
の
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
復
活

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

医
師
�
確
保
及
�
定
着
化
�

推
進
�
�
�
�

　

本
町
町
立
病
院
は
、
地
域
住
民

の
健
康
を
守
る
砦
と
し
て
、
地
域

医
療
の
確
保
と
医
療
水
準
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
医
師
の
員

数
の
標
準
強
化
は
、
病
院
経
営
の

根
幹
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も

の
で
す
。

　

地
域
住
民
に
密
着
し
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
町
立

病
院
の
安
定
的
な
経
営
を
図
る
た

め
に
、
医
師
の
確
保
及
び
定
着
に

つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
医
師
の
員

数
に
関
す
る
法
令
等
に
つ
い
て
は
、

本
地
域
の
苦
し
い
実
情
を
十
分
に

考
慮
し
た
基
準
の
緩
和
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

平
成
19
年
度

�

白
鷹
町
重
要
事
業
要
望

鮎
貝
�
�
�
�
�
事
業
関
連

事
業
�
整
備
促
進
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
荒
砥
・
鮎
貝
両
市

街
地
の
都
市
基
盤
の
整
備
に
よ
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、『
白
鷹
文
化
を
活
か
し
交
流
促

進
す
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
「
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
関
連

す
る
各
事
業
の
整
備
促
進
と
、
公

益
施
設
等
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
創
造
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

１
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

２
．
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

荒
砥
橋
整
備
�
早
期
着
工

�
�
�
�

　

本
町
は
最
上
川
が
南
北
に
貫
流

し
、
町
中
心
部
の
荒
砥
地
区
と
鮎

貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
む
鮎
貝

地
区
の
両
市
街
地
を
結
ぶ
荒
砥
橋

は
主
要
な
交
通
路
線
で
す
。
幅
員

が
狭
く
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
交
通
量
が
増

え
る
朝
晩
や
大
型
車
の
通
行
時
、

冬
期
間
等
は
車
が
渋
滞
し
、
ま
た
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

防
災
上
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
砥
橋
の
整
備
は
、
ま
ち
づ
く

　

平
成
12
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
過
疎
対
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
過
疎
対
策
事
業
債

枠
の
確
保
と
起
債
対
象
事
業
の
拡

大
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
�

係
�
県
�
支
援
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
全
町
下
水
道
整
備

構
想
を
策
定
し
、
公
共
下
水
道
事

業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域

以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽

は
、
生
活
排
水
の
浄
化
対
策
と
し

て
極
め
て
有
効
な
処
理
施
設
で
あ

り
、
水
質
保
全
・
環
境
保
全
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

り
や
東
西
地
域
の
連
携
強
化
、
交

流
拡
大
を
図
る
た
め
に
重
要
で
あ

り
、
早
期
着
工
を
要
望
し
ま
す
。

広
域
幹
線
�
�
�
�
�
�

�
形
成
�
�
道
路
�
整
備

促
進
�
�
�
�

　

本
町
の
重
要
幹
線
道
路
で
あ
る

国
道
２
８
７
号
、
３
４
８
号
や
主

要
地
方
道
、
一
般
県
道
の
整
備
促

進
は
、
町
民
生
活
の
向
上
、
産
業

や
観
光
交
流
、
文
化
振
興
等
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
引

き
続
き
広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
道
路
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

１
．
国
道
２
８
７
号
（
荒
砥
〜
菖

蒲
間
）
の
事
業
推
進

２
．
国
道
２
８
７
号
（
黒
滝
橋
前

後
区
間
）
の
早
期
着
工

３
．
米
沢
〜
白
鷹
間
の
規
格
の
高

い
道
路
の
整
備
（
早
期
着
工
）

４
．
主
要
地
方
道
米
沢
南
陽
白
鷹 ▲早期整備が期待される荒砥橋

▲町民の健康と安心を守る町立病院
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線
（
杉
沢
地
内
）
の
早
期
着
工

安
全
�
安
心
�
�
�
歩
道
整

備
事
業
�
推
進
�
�
�
�

　

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
の
鮎

貝
地
内
で
は
、
約
４
０
０
ｍ
の
区

間
の
歩
道
が
未
整
備
と
な
っ
て
い

ま
す
。
蚕
桑
西
部
地
区
と
鮎
貝
駅

を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
鮎
貝
小
学

校
及
び
西
中
学
校
の
通
学
路
に
も

指
定
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
も
近

く
、
歩
行
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、

歩
道
整
備
の
早
期
着
工
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。 

道
�
駅
�
�
�
�
�
�
�
公

園
�
�
登
録
�
�
�
�

　

「
道
の
駅
」
は
道
路
交
通
の
円

滑
な
流
れ
を
支
え
、
安
心
し
て
自

由
に
立
ち
寄
り
利
用
で
き
る
空
間

と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
町
で
は
、
国
道
２
８
７
号
沿
線

の
下
山
地
内
に
、
日
本
一
の
や
な

場
を
備
え
た
ヤ
ナ
公
園
を
設
置
し

て
お
り
、
平
成
18
年
度
に
は
道
の

駅
の
要
件
に
合
致
し
た
施
設
整
備

を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

道
路
利
用
者
の
休
憩
機
能
と
し

て
、
さ
ら
に
は
地
域
の
情
報
発
信
、

地
域
の
連
携
機
能
と
し
て
期
待
さ

れ
る
「
し
ら
た
か
ヤ
ナ
公
園
」
が

道
の
駅
と
し
て
登
録
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
す
。

国
�
県
道
沿
�
�
不
法
投
棄

対
策
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
美
し
い
郷
づ
く
り

を
目
指
し
、
資
源
の
有
効
利
用
や

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
道
路
沿
い
の
ご
み
拾
い
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
・
県

道
等
の
交
通
量
の
多
い
路
線
に
つ

い
て
は
、
悪
質
な
大
型
ゴ
ミ
や
有

害
な
廃
棄
物
の
投
棄
が
後
を
絶
た

ず
、
最
上
川
や
集
落
に
流
れ
込
む

河
川
に
ま
で
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
状
況
で
す
。
投
棄
を
防
止
す
る

措
置
や
ゴ
ミ
の
収
集
等
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。

山
形
鉄
道
株
式
会
社
�
経
営

改
善
�
係
�
�
財
政
支
援
�

�
�
�

　

こ
れ
ま
で
の
各
種
対
策
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
山
形
鉄
道
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
。
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
は
、
新

た
な
枠
組
み
で
の
財
政
支
援
や
山

形
鉄
道
経
営
改
善
計
画
の
推
進
、

沿
線
住
民
の
利
用
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

　

引
き
続
き
、
施
設
の
維
持
、
更

新
に
係
る
各
種
補
助
金
の
確
保
や
、

利
用
拡
大
策
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

運
営
に
係
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。

地
域
住
民
�
生
活
交
通
�
町

営
�
�
�
�
確
保
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
民
間
路
線
バ
ス
の

廃
止
代
替
運
行
と
し
て
、
町
営
バ

ス
を
２
路
線
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
交

通
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
交
通
体
系
の
構
築
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
県
の
市
町
村
総
合

交
付
金
の
算
定
に
当
た
り
、
実
態

に
即
し
た
算
定
単
価
の
拡
充
、
現

行
の
対
象
要
件
（
乗
車
密
度
等
）

の
緩
和
と
と
も
に
、
バ
ス
車
両
購

入
の
補
助
制
度
を
復
活
・
拡
充
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

県
立
高
等
学
校
�
再
編
整
備

�
在
�
方
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り

取
り
組
ん
で
き
た
「
新
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」
の
小
・

中
・
高
校
を
系
統
付
け
た
地
域
と

連
携
し
た
活
動
に
お
い
て
、
県
立

荒
砥
高
等
学
校
に
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
量
的
な
適

性
規
模
に
よ
る
再
編
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小

規
模
校
の
特
性
を
活
か
し
た
学
校

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る

本
町
に
お
い
て
、
地
域
の
活
力
が

低
下
す
る
も
の
と
憂
慮
さ
れ
、
地

域
の
実
情
を
十
分
に
考
慮
し
た
対

応
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

白
鷹
町�
古
典
桜
��
国
�
県

天
然
記
念
物
指
定
�
�
�
�

　

本
町
は
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
の
古

木
が
点
在
す
る
全
国
的
に
も
ま
れ

な
地
域
で
、
推
定
樹
齢
５
０
０
年

以
上
の
桜
を
「
古
典
桜
」
と
名
付

け
大
切
に
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
推
定
樹
齢
１
２
０

０
年
の
薬
師
ザ
ク
ラ
は
全
国
的
に

も
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
国
の
天

然
記
念
物
と
し
て
の
指
定
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
樹
齢
５
０
０
年
以
上
の

７
本
の
桜
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的

に
も
、
学
術
的
に
も
価
値
が
高
い

も
の
で
あ
り
、
県
の
天
然
記
念
物

と
し
て
の
指
定
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

本
場
米

�
�
�
�
�琉�
白
鷹
板�
�
�
�
�
�
�
�

締
小
絣
��

県
無
形
文
化
財
指
定
�
�
�
�

　

本
町
は
、
古
く
か
ら
養
蚕
が
盛

ん
で
、
白
鷹
紬
は
「
北
限
の
絣
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
紬
の
原
料

に
生
糸
・
玉
糸
・
真
綿
紬
糸
を
用

い
、
独
特
の
「
板
締
め
染
」
に
よ

っ
て
精
緻
な
絣
模
様
が
染
め
付
け

ら
れ
、
独
特
の
白
鷹
式
高
機
（
た

か
ば
た
）
織
機
で
、
丹
念
に
織
り

上
げ
た
も
の
で
す
。

　

技
術
の
粋
が
込
め
ら
れ
た
本
場

米
琉
白
鷹
板
締
小
絣
は
歴
史
上
・

芸
術
上
価
値
が
高
く
、
大
切
に
保

存
し
後
世
に
伝
承
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
県
の
無
形
文
化
財
へ
の

指
定
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課

政
策
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
３
）

　

▲「道の駅」登録を目指すヤナ公園

▲樹齢1200年の薬師桜
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平成18年４月１日から

児童手当が小学校修了前まで拡大されました

　平成18年４月１日から、児童手当制度が拡充されました。

　支給対象年齢が、現在の小学校第３学年修了前（９歳到達後最初の年度末）までから、小学校第６学年修了前

（12歳到達後の最初の年度末）まで拡大され、併せて、所得制限が引き上げられました。

　新たに、児童手当を受けようとされる児童の保護者の皆さんについては、健康福祉課児童係の窓口（公務員の

かたは勤務先）で、認定請求等の手続きが必要となります。

　なお、制度改正に伴う新規請求等は、法施行日より、平成18年９月30日まで受け付けたものにかぎり、特例的

に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

窓口延長のお知らせ
毎週月曜日（休日の場合は翌日）は、午後７時まで窓口業務を延長して

いますので、ご利用ください。

問い合わせ
健康福祉課児童係
（☎86－0212）

現況届は提出されましたか ?
平成18年５月31日現在、児童手当を受給されているかたに現況届の用

紙を送付しました。この届は、毎年６月１日における状況を確認し、

児童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのもの

です。まだ、提出いただいていないかたは速やかにご提出ください。

平成18年度小学校４年生の
児童等の保護者の皆さんへ
（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

　平成18年３月31日まで、児童手当に係る児童手当等
を受給していた保護者のかたは、特段の手続きは必要
ありません。（児童手当等は４月以降も引き続き支給さ
れます。）
　上記に該当しない保護者のかたで、受給資格がある
場合は、認定請求または額改定認定請求が必要になり
ます。（下記参照）

平成18年度小学校５、６年生の
児童等の保護者の皆さんへ
（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）

　現在、児童手当等を受給していない保護者のかたは
認定請求書、現在、下のお子さんの児童手当等を受給
されている保護者のかたは額改定請求書等が必要とな
ります。９月末まで届出をしないと、４月分にさかの
ぼっての支給にはなりませんので、お早めに健康福祉
課児童係で手続きをしてください。

認定請求等に必要なもの
・印鑑（認印可）

・健康保険被保険者証の写し（国民年金加入者は不要です）

・所得証明書（平成18年１月１日現在、白鷹町に住所のあるかたは不要です）

・振込用預金通帳または口座番号のわかるもの（郵便局を除く）

注：所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。

※詳細については、該当者と思われるかたに配布していますパンフレットをご覧ください。

もう申請は済みましたか？
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児童福祉に関連する制度・手当を紹介します

児童扶養手当と特別児童扶養手当
児童扶養手当

　児童扶養手当とは父の死亡、父母の離婚などにより、
父と生計を同じくしていない児童が心身ともに健やかに
育成されることを目的として支給されます。
●手当を受けることができる人
　手当を受けることができる人は、次の条件のいずれか
にあてはまる児童を扶養している母や母に代わってその
児童を養育しているかたです。（外国人のかたでも日本国
内に住所がある場合は、手当を受けることができます。）
　①父と母が離婚した児童
　②父が亡くなった児童
　③父が一定の障害の状態にある児童
　④父の生死が明らかでない児童
　⑤父から1年以上置き去りにされている児童
　⑥父が１年以上拘禁されている児童
　⑦婚姻によらないで生まれた児童
　⑧出生の事情がわからない児童
＊手当の支給期間は、児童が18歳に達する年度末までです。
　ただし、次のいずれかに該当するときは、手当は支給
　されません。
・児童が、父または母の死亡により、公的な年金や遺族
　補償を受けることができるとき
・児童が、父に支給される公的な年金の加算対象となっ
　ているとき
・児童が、児童福祉施設などに入所したり、里親に預け
　られているとき
・児童が、父と生計を同じくしているとき
・母または養育者が、公的年金給付（老齢福祉年金を除
　く）を受けることができるとき
・母または養育者の住所が、国内にないとき
・母が事実上の婚姻関係（内縁関係など）にあるとき
・手当を受けることができる人および同居している扶養
　義務者の前年の所得が一定額を超える場合
●手当を受ける手続き
　手当を受けようとするかたは、町の健康福祉課児童係
に請求し、県知事の認定を受けなければなりません。請
求にあたっては、手当を受けることができる状況によっ
て、定められた書類の提出が必要です。
●手当の支払い
　手当は、県知事の認定を受けると、請求をした月の翌
月分から支給されます。
　12月分～３月分の手当は４月に、４月分～７月分の手
当は８月に、８月分～ 11月分の手当は12月に、指定した
金融機関の口座に振り込まれます。
＊なお、所得により手当の支給が制限されることがあり
　ます。
●現況届について
　すべての受給者（手当の支給が停止されているかたも
含みます。）は、毎年８月１日から８月31日までの間に現
況届を提出しなければなりません。
＊この届を提出しないと手当は支給されません。また、　
　２年間提出しないでいると手当を受ける資格がなくなり
　ます。

特別児童扶養手当
　特別児童扶養手当とは、精神または身体に障害のある
児童の福祉を増進するために支給されるものです。
●手当を受けることができる人
　20歳未満で１級障害または２級障害があると認められ
た児童を看護している父または母、もしくは父母に代わ
って養育しているかたです。また、外国人のかたでも日
本国内に住所がある場合は手当を受けることができます。
●手当が受けられない場合
　上記に該当した場合でも次のようなときには支給され
ません。
・児童が児童福祉施設など（例…肢体不自由児施設・精
　神薄弱児施設）に入所している場合（ただし、母子入
　所や通所の場合などを除く。）
・手当を受けようとする人の住所が日本国内にない場合
・対象となる児童の住所が日本国内にない場合
・障害のために公的年金を受けることができる児童
・手当を受けることができる人および同居している扶養
　義務者の前年の所得が一定額を超える場合
●手当を受ける手続き
　手当を受けようとするかたは、町の健康福祉課児童係
に請求し、県知事の認定を受けなければなりません。請
求のときは、定められた書類を提出しなければなりませ
ん。
●手当の支払い
　手当は県知事の認定を受けると、請求した月の翌月分
から支給されます。支払いは年３回（４月、８月、12月）
指定した郵便局の口座に振り込まれます。
●所得状況届について
　すべての受給者（手当支給を停止されているかたも含
みます。）は、毎年８月１日から８月31日までの間に所得
状況届を提出することが義務づけられています。
＊この届けを出さないと手当は支給されません。また、　
　２年間出さないでいると手当を受ける資格がなくなり
　ます。

※具体的なご相談や問い合わせについては
健康福祉課児童係（☎86－0212）に

お願いします
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高齢者虐待 のことを知ってください！

○このようなことは高齢者への虐待です。
　・身体的虐待……暴力をふるう。外部との接触を意図的に断つ。
　・心理的虐待……言葉や態度で精神的な苦痛を与える。
　・介護・世話の放棄・放任……介護や世話をしない。または結果として、していない。
　・経済的虐待……財産やお金を勝手に使う。正当な理由もなくお金を使わせない。
　・性的虐待……本人が嫌がる性的な行為やその強要。

●虐待している人に自覚はあるの？

　虐待されている高齢者の約半数に自覚があるのとは逆に、虐待している人の約半数に自覚がないと考えら
れています。

「気づき」ではじまる第一歩。
　あなたの身の回りでこのようなことはありませんか？チェックしてみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チェック欄
①高齢者が食事をなかなか食べないので、介護者が無理やり口に入れる。　　　　　　　□
②徘徊を防ぐために部屋にカギをかける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
③ベッドから落ちないように、ベッドに縛りつける。　　　　　　　　　　　　　　　　□
④認知症により異食などをするので、安静になる薬を多めに飲ませている。　　　　　　□
⑤失禁したことを責めたり、人前でそのことを話して高齢者に恥ずかしい思いをさせる。□
⑥高齢者に対して赤ちゃん語を使うなど、子どものように扱う。　　　　　　　　　　　□
⑦高齢者が話しかけているのに、わざと無視する。　　　　　　　　　　　　　　　　　□
⑧失禁した場合などに下半身裸で放っておくなど、罰を与える。　　　　　　　　　　　□
⑨性的な行為を無理強いする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
⑩日常的に必要なお金を渡さない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
⑪高齢者をお風呂に入れておらず、異臭がする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
⑫年金や貯金を本人に無断で使う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
⑬水分や食事を十分に与えず、長時間空腹にさせたり、脱水症状があったりする。　　　□
⑭部屋の中にごみを放置するなど、ひどい環境で生活させる。　　　　　　　　　　　　□
⑮高齢者本人にとって必要な介護・医療サービスを理由なく制限する。　　　　　　　　□

⇒ひとつでもあてはまる場合、白鷹町地域包括支援センターに相談してください。

●どのような人が虐待されているの？

　女性や認知症の症状のある人が多いと言われています。

●虐待をしてしまうのはどのような人？

　高齢者と過ごす時間が長い人ほど虐待に及ぶ傾向があります。

平成18年４月１日から「高齢者虐待防止法」が施行されました。
　白鷹町ではより一層必要な支援を行うため、医師・警察・福祉関係者が委員となり、白鷹町高齢者虐
待防止ネットワーク協議会を設置して、高齢者虐待の防止、介護者の支援に取り組んでいます。「もしか
したら…」と思ったら一人で悩まず、相談窓口に連絡してください。

おじいちゃん、おばあちゃんの心に耳を傾けて
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◆認知症でもあきらめないで

「トイレの場所がわからなくなる。」
「家に帰ると言って徘徊する。」などの
症状が表れる認知症は、脳の病気によ
って記憶障害が起きたりすることが原
因です。認知症は記憶障害や時間や場
所の見当が付かなくなる「中核症状」
と、それに不安やストレスが加わって
起こる「周辺症状」があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
＊「周辺症状」は、環境や対応で改善
（軽減）していきます。医師・ケアマ
ネジャー・白鷹町地域包括支援センタ
ーなどと相談し、積極的に介護サービ
スを利用しましょう。

◆介護の負担を抱えこまないで

ポイント１「医師・ケアマネジャー・白鷹
町地域包括支援センターなどに相談する。」
　介護の苦労を家族がわかってくれないの
は、介護そのものより大きなストレスです。
専門家と相談して、みんなで負担を分けあ
う方向に持っていくのもよいでしょう。医
師、ケアマネジャー、地域包括支援センタ
ーなどには、相談者のプライバシーを守る
義務があります。安心してご相談ください。

ポイント２「介護保険サービスを利用する。」
　いつも顔を合わせているとお互いにスト
レスがたまります。日中に高齢者が施設に
通うデイサービスや施設に泊まるショート
ステイなどの介護保険サービスを、上手に
利用しましょう。

◆地域で支え合おう！気づいたらひと声かけて

　虐待が起きる理由はさまざまで、単純に虐待者が悪い
とは言えないことが多いものです。また、終わりの見え
ない介護は、心身ともに本当に大変な重労働です。

ポイント１「あたたかく見守る」
　介護が必要な高齢者のいる家庭を孤立させないよう、
高齢者や介護しているかたをあたたかく見守りましょう。
家族と高齢者を家庭という「密室」に閉じ込めないよう、
疎遠になったときほど声をかける姿勢が大切です。「おは
よう」「こんにちは」のあいさつから始めましょう。

ポイント２「虐待かな？と気づいたら」
　もし地域で虐待を疑うようなことに気づいたら自分一
人で悩まず、どんな小さなことでも相談窓口に連絡して
ください。虐待かどうかの見極めや実際の対応は、白鷹
町地域包括支援センターに任せましょう。

ポイント３「地域で仲間づくり」
上手な介護方法を知ることや、愚痴を言い合える仲間を
持つことも、介護を続ける大きなポイントです。

■高齢者虐待相談窓口
　白鷹町地域包括支援センター（☎86－0112）

■児童に関する虐待等相談窓口
　白鷹町子育て支援センター（☎86－0212）

周辺症状

中核症状
新しいことを覚えられない
以前のことを思い出せない

品物を見ても何だかわから
ない

段取りや計画が立てられない

ささいなことでも
声を荒げてしまう

目を離すと外に出
ていこうとする

独りにすると落ち
着かなくなる

食べ物以外のものを
口に入れてしまう

実際にないもの
が見える

財布や靴を盗ま
れたと騒ぐ

不眠
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地
域
�
人
�
�
�
�
感
謝
�
気
持
�
�
歌
�
込
�

�

平
成
14
年
度
�
�
16
年
度
�
�
�

中
山
小
学
校
�
校
長
�
�
�
在
籍

�
�
�
大
泉
静
夫
先
生
�
現
朝
日

町
立
和
合
小
学
校
長
�
�
�
今
年

春
�
白
鷹
町
�
中
山
地
区
�
思
�

�
歌
�
�
�
�
�
�
�
回
廊
�
�

紬
��
中
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
完
成
�
�
�
�
�
�

�

歌
�
�
�
�
通
�
�
感
�
�
�

�
�
�
�
中
心
�
�
先
生
�
�
話

�
�
聞
�
�
�
�
�
�

　

赴
任
さ
れ
た
初
め
て
の
秋
、
歴

代
校
長
が
敬
老
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

出
し
物
を
披
露
し
て
、
楽
し
ま
せ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
大

泉
先
生
は
悩
み
ま
し
た
。
そ
こ
で

思
い
つ
い
た
の
が
、
歌
を
贈
る
こ

と
で
し
た
。
学
生
時
代
の
趣
味
で

あ
っ
た
作
詞
・
作
曲
を
こ
こ
に
来

て
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

書
い
た
歌
は
、「
中
山
ま
つ
り
」。

毎
年
８
月
15
日
に
花
火
大
会
や
盆

踊
り
な
ど
を
中
山
地
区
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
が

ん
ば
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
、

そ
こ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
。
中

山
地
区
に
は
、
歌
を
つ
く
る
た
め

の
素
材
と
環
境
が
あ
っ
た
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

敬
老
会
で
の
初
め
て
の
歌
の
披

露
は
、
涙
を
流
し
て
聞
い
て
い
る

お
年
寄
り
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
。

　

大
泉
先
生
は
、
14
年
春
ま
で
、

寒
河
江
市
内
の
規
模
の
大
き
い
中

学
校
に
お
ら
れ
、
そ
の
経
験
が
大

き
か
っ
た
た
め
に
、
中
山
小
学
校

に
赴
任
当
初
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、「
地
域
の
皆
さ
ん
や
先
生
が
た

の
支
え
に
よ
り
、
３
年
間
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
を
応

援
す
る
歌
と
し
て
残
す
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
。」と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

中
山
小
在
籍
中
に
つ
く
ら
れ
た

も
う
一
曲
が
、「
さ
く
ら
回
廊　

ゆ

め
紬
」。お
世
話
に
な
っ
た
の
は
中

山
地
区
だ
け
で
は
な
い
と
の
思
い

か
ら
、
白
鷹
町
に
つ
い
て
の
曲
も

書
こ
う
と
思
っ
た
と
の
こ
と
。
中

山
小
赴
任
よ
り
も
前
か
ら
関
心
の

高
か
っ
た
白
鷹
の
桜
の
古
木
や
繊

細
な
深
山
和
紙
の
人
形
に
つ
い
て

を
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
中

山
小
の
展
覧
会
で
出
品
さ
れ
た
紬

を
見
て
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
昔

の
思
い
出
を
話
し
て
い
る
様
子
に

心
を
打
た
れ
た
そ
う
で
、
そ
の
思

い
を
表
現
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

編
曲
・
歌
・
伴
奏
は
、
２
曲
と

も
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
る
天
童

市
在
住
の
岡
田
吉
春
さ
ん
で
、「
中

山
ま
つ
り
」
の
伴
奏
は
、
バ
ン
ド

仲
間
と
と
も
に
行
っ
て
く
れ
た
と

の
こ
と
。
大
泉
先
生
は
「
２
曲
と

も
岡
田
さ
ん
と
い
う
友
だ
ち
が
い

な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
。
中
山

の
か
た
が
た
、
町
の
か
た
が
た
、

先
生
が
た
な
ど
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
で
き
た
曲
で
す
。」と
笑
顔
で

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
最
近
は
小
さ
な
学
校

は
統
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
る
が
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
は
、
小
さ
い
大
き
い
は
関
係
な

い
。
そ
の
人
数
、
そ
の
環
境
で
、

子
ど
も
た
ち
を
思
い
、
で
き
る
か

ぎ
り
の
こ
と
を
精
一
杯
や
る
だ
け

で
す
。」と
力
を
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
思
い
が
、
地
域
の
か

た
が
た
・
先
生
が
た
に
伝
わ
り
、

共
感
を
得
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

�

大
泉
先
生
�
�
次
�
�
次
�
�

年
間
�
思
�
出
�
感
�
�
�
�
�

熱
�
語
�
�
�
�
�
�
�
印
象
的

�
�
�
�
�
�
�
�
中
山
地
区
�

町
�
大
切
�
思
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
感
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
泉
静
夫
前
中
山
小
学
校
長　

白
鷹
の
曲
を
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成

�
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�
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�
紬

結
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約
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日
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�
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�
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作
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大
泉
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夫

編
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�
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岡
田
吉
春

中
山
�
�
�

遠
�
輝
�
朝
日
�
嶺
�

�

幼
�
�
�
頃�

思
�
出
�

白
鷹
山
�
�
�
�
�
�
�

�

柱
清
水
�
吹
�
風
�

俺
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俺
�
心
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

月
日
�
流
�
�
�
変
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�
�
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�

�
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�
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�
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�
�
�
�

中
山
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�
�
�
盆
踊
�

�

夏
�
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空
�
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�
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老
�
�
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�
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�
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�
�
�
�

街
�
暮
�
�
�
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�
�
�
�
�
�

�

�
�
日
�
夢
�
�
忘
�
�
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�

中
山
�
�
�
�
集
�
�
�

�

懐
�
�
�
顔
�
�
声
�

熱
��

熱
�
心
��

�
�
一
度
�
�
�
�
�

作
詞
�
曲�

大
泉
静
夫

編
曲
�
歌�

岡
田
吉
春



　　 広報しらたか　2006.7.12●13

　　　■申込・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係
　　　　　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
   　　　　　 　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

�
�
道

�
�
�

�
走
�
�
�
�

第41回 ９/17
（日）

出場者募集
●
コ
�
ス

　

日
本
陸
連
公
認
第
６
６
９
１
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

●
参
加
者
募
集

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完
走
で
き

る
か
た
。

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
18
年
９
月
17
日
現
在

で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た
。

●
参
加
料

　

高
校
生
…
…
…
…
１
５
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
１
５
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
８
０
０
円

●
種　

目

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
制
限
時
間
２
時
間
15
分
）

　
　
　
　
　
　
　

一
般
の
部

　

10
マ
イ
ル　
　

一
般
の
部（
制
限
時
間
２
時
間
）

　

10
㌔　
　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
の
部

　

５
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
３
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

　

３
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

　

２
㌔　
　
　

小
学
生
以
上

●
申
込
し
め
き
り　

８
月
11
日
（
金
）
消
印
有
効

●
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
協
力
を
！
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
運
営
ス
タ
�
フ
�
募
集
�
大
会
当
日
�
大
会
運
営�
受
付
�
記
録
証
交
付
補
助
等
��
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

下
記
問
�
合
�
�
先
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
当
日
�
会
場
�
�
�
�
売
店
等
�
出
店
�
�
考
�
�
団
体
�
個
人
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

白鷹若鮎マラソン大会
新
た
な
鼓
動
・
新
た
な
挑
戦
・
そ
し
て
新
た
な
未
来
へ
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　石山先生の専門は外科です。県立中央病
院から５月１日に赴任されました。「はじめ
まして。５月より町立病院外科に勤務する
こととなりました、石山廣志朗です。出身
は河北町です。平成16年に自治医科大学を
卒業し、２年間県立中央病院で初期研修を
行いました。医師になってまだ３年目です
が、若いパワーで精一杯がんばっていきた
いと思いますのでよろしくお願いします。」

若
�
�
皆
�
�
�
元
気
�
�
�
�

町
立
病
院
外
科
�
石
山
廣
志
朗
先
生
�
着
任

　６月17日、パワーセンターで、田勢康弘
さんの講演会が開催されました。政治の裏
話を交え、小泉政権により政治の景色が変
わったこと、９月の総裁選の予想などをお
話されました。トップに立つ人の条件は、
その人の人格・生き方に周りから信頼を寄
せられること。間違いがあれば一気に信頼
は崩れる。また、新聞やテレビが報じるこ
とに疑問を持ち、自分の考えを持って政治
を見ることが大切と話されていました。

�
�
�
小
泉
�
読
�

白
鷹
学
講
座
�
田
勢
康
弘
講
演
会
�

　６月25日、のどか村まつりが開かれまし
た。オープン５周年を記念した、運営委員
会と地元の皆さんによる手づくりの企画で
す。今年はさくらんぼの種飛ばし大会も行
われ、子どもからお年寄りまでたくさんの
笑い声に包まれました。これまで５年間、
地元の食を通して県内外のかたがたと交流
を広げるなど、多くの評価も得てこられま
した。今後も農村交流の拠点として、ます
ます活躍されることをお祈りします。

初
夏
�
深
山
�
味
�
技

第
�
回
�
�
�
村
�
�
�

　６月12日、ひがしね保育園の園児たちが
いちごもぎ取りを行いました。これは有限
会社どりいむ農園（代表取締役　田中良平
さん）が、もぎ取る楽しみと町内の特産物
を知ってほしいと、町内全保育園の園児に
いちご園を開放したものです。子どもたち
は、手からあふれるような大きな実を取り、
笑顔いっぱいにほお張っていました。田中
さんは、地域に貢献できる活動をこれから
も続けたいと話されていました。

�
�
�
�
�
�
�
一
番
大
�
�
�

�
�
�
�
農
園
�
�
�
園
�
園
児
�
開
放

高
玉
芝
居
�
文
化
財
愛
護

�
川
崎
浩
良
賞
�
�
受
賞

　

こ
の
賞
は
、
第
１
回
齋
藤
茂
吉

文
化
賞
を
受
け
ら
れ
た
川
崎
浩
良

氏
の
基
金
等
を
も
と
に
、
県
内
に

お
け
る
文
化
財
保
護
団
体
の
中
で
、

そ
の
活
動
内
容
が
優
れ
て
い
る
も

の
を
山
形
県
文
化
財
保
護
協
会
長

が
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
が
第

20
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

高
玉
芝
居
・
高
栄
会
（
座
長　

鈴
木
啓
さ
ん
）
は
、
地
元
の
か
た

の
力
に
よ
っ
て
長
い
間
支
え
ら
れ

て
き
た
稀
有
の
演
劇
集
団
で
あ
り
、

平
成
15
年
の
国
民
文
化
祭
へ
の
出

演
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に

よ
り
、
庶
民
生
活
の
中
で
の
人
間

愛
の
精
神
を
表
現
し
、
多
く
の
観

客
に
感
動
を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
統
芸
能
活
動
の

功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
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　６月12日、こぐわ保育園の園児が花の植
栽を行いました。この活動は、白鷹土地改
良区（理事長　丸川榮一さん）が土地改良
事業推進活動の一環として、子どもたちに
土と触れ合う場を提供し、水や植物の大切
さを知ってほしいと行ったものです。今回
はひまわり組27人が参加し、プランターに
マリーゴールドなどの花の苗を植えました。
プランターは保育園に設置され、今後は園
児が水やりなどの管理を行います。

白
鷹
土
地
改
良
区
推
進
活
動

�
�
�
保
育
園
園
児
�
花
�
苗
�
植
栽

　６月17 、18日、今年で22回を数える「サ
ントラ」が開催されました。今年は３クラ
ス約300人が参加し、白鷹スキー場を主会
場として、白鷹の自然を相手にオフロード
バイクで駆け巡りました。荒々しくセクシ
ョンを攻める姿とは対照的に、ヘルメット
を脱いだときのさわやかな顔は印象的でし
た。17日夜には畔藤田植え踊りも披露され、
全国のライダーたちを楽しませました。ス
タッフの皆さんお疲れさまでした。

�
�
��

��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
19
回
東
北
電
力
旗
杯

置
賜
地
区
予
選
大
会

６
月
24
・
25
日
／
南
陽
市
体
育
館

　

置
賜
地
区
内
の
小
学
生
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
本
大
会
の
男
子
部
門

（
15
チ
ー
ム
参
加
）
に
お
い
て
、

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
男
子
）
が
、
見

事
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
７
月

に
開
催
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

７
月
１
日
付
け
で
金
田
捷
夫
さ

ん
が
、
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

菅
正
男
�
��
横
田
尻
��
東
北
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
表
彰
受
賞

　

菅
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
納

税
貯
蓄
組
合
の
普
及
育
成
に
尽
力

さ
れ
、
本
連
合
会
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
白
鷹
町
消
防
団
操

法
大
会
�
結
果

７
月
２
日

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場

　

各
分
団
代
表
の
班
が
出
場
し
、

ス
ピ
ー
ド
あ
る
動
き
と
と
も
に
、

一
つ
ひ
と
つ
の
確
実
な
操
法
技
術

を
披
露
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
昼
夜

問
わ
ず
訓
練
が
行
わ
れ
て
き
た
成

果
を
こ
の
大
会
で
出
し
切
り
ま
し

た
。
断
続
的
に
大
雨
と
な
っ
た
厳

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
の

競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て

の
班
が
転
倒
も
な
く
、
競
技
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
の
班
の
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
ポ
ン
プ
車
の
部
１
位
と
小
型
ポ

ン
プ
の
部
１
位
と
２
位
は
西
置
賜

支
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

■
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

１
分
団
１
部
１
班（
東
高
玉
）

（
出
場
者
…
今
野
勉
、
児
玉
秀
朗
、

本
木
栄
次
、今
野
友
博
、金
田
規
嗣
、

髙
橋
賢
一
）

２
位　

４
分
団
１
部
１
班（
萩
野
）

３
位　

５
分
団
４
部
１
班（
浅
立
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

１
分
団
５
部
６
班（
山
口
）

（
出
場
者
…
片
倉
武
美
、
岡
部
典
、

中
川
大
嗣
、
漆
山
剛
、
菅
悟
）

２
位　

２
分
団
４
部
１
班（
深
山
）

（
出
場
者
…
樋
口
知
一
、羽
田
英
樹
、

樋
口
一
弥
、樋
口
和
貴
、横
沢
和
毅
）

３
位　

１
分
団
４
部
３
班（
東
田
尻
）
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フラワー長井線を活用した“まちづくり”事業を応援します！
マイレールサポート事業募集中！

　「フラワー長井線の利用拡大」のため、アイデアをお聞かせください。

　フラワー長井線利用拡大協議会では、" 地域の足であるフラワー長井線を地域のアイデアで支える "マイ

レール・サポート事業を募集しています。フラワー長井線の利用拡大を目的とした事業に対して10万円を上

限に支援します。

　この事業は、長井線と沿線地域の観光資源を結びつけて地域活性化とまちおこしを図り、「駅前のにぎわい」

を創出するものです。フラワー長井線にこだわり、愛着を寄せる団体の皆さん、ぜひご応募ください。

内容

（１）平成19年３月31日までに実施及び完了し、「マイレール意識の高揚」や「列車イベントの運行企画」、「利用拡

　　　大広報 ｣など、テーマ及び題材が本協議会の目的と一致する事業に対して支援費を交付します。

（２）支援費は、事業実績額の範囲内とし、原則10万円を上限とします。

（３）支援対象事業がすべて完了後、合同報告会を開催する予定です。

申請方法

（１）申請期間　　平成19年２月28日（水）まで随時受け付けます。

（２）申請書類等　

　　①申請書

　　②団体の概要説明書 （任意様式、紹介パンフレットなどでも可能。）

　　③実施事業の内容がわかる資料

　　　（参加募集広告やパンフレットなどがあれば添えてください。）

（３）申請と問い合わせ

　　　フラワー長井線利用拡大協議会

　　　〒992－0892　白鷹町大字荒砥甲833　役場政策改革課内（☎85－6123）

　　　Ｅ -mail：seisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp（政策企画係あて）

　※詳しくは、実施要綱をご覧いただくかお問い合わせください。

　※なお、実施要綱と申請書は、政策改革課、フラワー長井線沿線各市町、山形鉄道株式会社に準備しています。

●平成17年度は、次の７団体が事業を実施しました。
　　①あのねのねフェスティバル（宮内駅前商店会）
　　②夕鶴の里リードキャンペーン（民話会ゆうづる）
　　③映画プロデューサー関口大輔、桝井省志が語る「スウィングガールズ塾」（白鷹町商工会青年部）
　　④2005みちのく押し花合同展示会（2005みちのく押し花合同展示会実行委員会）
　　⑤巨大壁画を活用したフラワー長井線利用拡大事業（社団法人長井青年会議所）
　　⑥ビデオ「君の瞳を忘れない」の制作（山形県立長井高等学校生徒会）
　　⑦「スウィングガールズ」を契機とした利用拡大支援事業（スウィングガールズおきたま応援隊）

�
�
�
�
長
井
線
利
用
券
�
特
殊
回

数
乗
車
券
�
�
購
入
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

４
月
中
旬
に
町
内
会
と
隣
組
を

通
じ
て
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
券

（
特
殊
回
数
乗
車
券
）
の
購
入
を

お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
５
６
６

枚
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

拡
大
を
望
む
気
持
ち
の
表
わ
れ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
利
用
の
拡
大
に
対

し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
ご

購
入
と
取
り
ま
と
め
の
ご
協
力
に

対
し
て
の
御
礼
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議
会

白
鷹
町
長　
　

橋　

本　

光　

記

※
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
券
は
、

荒
砥
駅
・
役
場
政
策
改
革
課
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
政

策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）
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７
月
24
日
よ
り

稲
荷
ケ
丘
町
民
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す

�
開
放
期
間　

７
月
24
日（
月
）〜
８
月
21
日（
月
）

＊
７
月
27
日
（
木
）
は
、
第
43
回

　

白
鷹
町
小
・
中
学
校
及
び
町
民

　

水
泳
大
会
の
た
め
一
般
開
放
は

　

い
た
し
ま
せ
ん
。

＊
８
月
13
日
（
日
）
は
休
ま
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

�
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

＊
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
施

錠
し
、
閉
場
し
ま
す
。

＊
東
中
学
校
水
泳
部
部
活
動
に
よ

り
一
般
利
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
注
意
事
項

◇
幼
児
が
利
用
す
る
と
き
は
、
必

ず
保
護
者
の
か
た
が
付
き
添
っ
て

く
だ
さ
い
。

◇
入
水
前
に
は
、
体
を
よ
く
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。

◇
プ
ー
ル
で
は
、
騒
い
だ
り
ふ
ざ

け
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
監
視
員
の
指
示
に
は
、
絶
対
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
持
ち
物
に
は
、
必
ず
名
前
、
学

校
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◇
毎
年
忘
れ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
忘
れ
物
が
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
後
日
処
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
注
意
事
項
を
良
く
守
り
、
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

第
１
回
蔵
王
坊
平
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
（
兼
）
第
９
回
山

形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
及

び
第
31
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
の
開
催

　

白
鷹
町
の
小
・
中
学
生
に
よ
り

編
成
さ
れ
た
白
鷹
町
男
子
、
女
子

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
関
係
者
、

ご
父
兄
の
ご
協
力
の
も
と
、
大
会

に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
き
た
選

手
の
皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り
に
対
し
、

大
き
な
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　

８
月
６
日
（
日
）

▼
ス
タ
ー
ト
時
間

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

小
学
生
男
子　

午
前
10
時

　

小
学
生
女
子　

午
前
10
時
３
分

　

中
学
生
男
子　

午
前
10
時
25
分

　

中
学
生
女
子　

午
前
10
時
30
分

○
駅
伝
女
子　

昼
12
時
30
分

○
駅
伝
男
子　

午
後
１
時
35
分

※
そ
の
他
の
種
目
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
会
場　

上
山
市
蔵
王
高
原
坊
平

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

（
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
＝

蔵
王
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
観
客
用
駐
車
場　

蔵
王
猿
倉
イ

ベ
ン
ト
パ
ー
ク
（
会
場
ま
で
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

＊
応
援
の
か
た
は
で
き
る
だ
け
乗

り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

荒
砥
鉄
橋
�
歴
史
�
探
�
�

未
来
�
描
�
�
�

　

６
月
23
日
、
荒
砥
高
校
で
「
荒

砥
鉄
橋
研
究
所
」
の
設
立
総
会
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
所
は
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
架
け
ら
れ
た

「
山
形
鉄
道
最
上
川
橋
梁
」
通
称

「
荒
砥
鉄
橋
」
の
魅
力
を
将
来
に

わ
た
っ
て
伝
え
続
け
る
た
め
に
、

荒
高
生
が
中
心
と
な
っ
て
鉄
橋
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
調
査

・
研
究
・
発
信
の
活
動
を
行
う
目

的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

   

荒
砥
鉄
橋
は
、
明
治
21
年
に
東

海
道
本
線
木
曽
川
初
代
橋
梁
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
・
架
設
し

て
い
た
も
の
を
、
大
正
12
年
に
こ

こ
最
上
川
に
短
縮
改
良
し
て
設
置

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
１
２
０

年
前
に
つ
く
ら
れ
た
鉄
橋
は
、
赤

錆
を
身
に
ま
と
い
な
が
ら
も
今
も

現
役
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
白

鷹
町
や
町
民
と
と
も
に
歴
史
を
歩

ん
で
き
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま

た
土
木
文
化
財
産
と
し
て
も
貴
重

な
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
荒
砥
高

校
創
立
か
ら
数
多
く
の
生
徒
を
見

守
り
続
け
て
お
り
、
卒
業
生
に
は

原
風
景
と
し
て
深
く
心
に
刻
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

荒
砥
鉄
橋
は
永
い
歴
史
と
多
く
の

人
び
と
の
思
い
出
を
刻
み
込
み
な

が
ら
、
過
去
と
未
来
の
橋
渡
し
を

し
て
い
る
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　

研
究
所
の
調
査
・
研
究
の
成
果

と
魅
力
を
広
く
地
域
に
発
信
し
、

地
域
の
教
育
力
を
い
た
だ
き
、
交

流
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
地
域
振
興

や
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
存
続
運
動
、

さ
ら
に
は
荒
砥
高
校
の
飛
躍
・
発

展
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理

解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

－

荒
砥
高
校
「
荒
砥
鉄
橋
研
究
所
」
設
立

－
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映
画
「
折お

り
梅う

め

」
上
映
会

▼
い
つ　

７
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
券

・
一
般
前
売
１
０
０
０
円

　

（
当
日
１
２
０
０
円
）

・
中
学
生
以
下
６
０
０
円
（
当
日

の
み
）

●
主
催　

町
婦
人
会
・
教
育
委
員

会■
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
教
育
委

員
会
へ
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

白
鷹
学
講
座

●
生
涯
学
習
講
座
・
・
・

　

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
「
白
鷹

を
学
ぶ
・
白
鷹
で
学
ぶ
・
地
域
づ

く
り
・
ひ
と
づ
く
り
」
を
合
い
こ

と
ば
に
「
白
鷹
学
講
座
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
自
ら
が
企
画
実
践
す
る
講

座
と
し
て
、
テ
ー
マ
の
選
定
、
講

師
の
発
掘
、
運
営
方
法
の
検
討
、

周
知
な
ど
企
画
委
員
が
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
20
代
か
ら
50
代
ま

で
21
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
企
画
委
員
会
・
・
・

　

講
師
の
先
生
と
の
交
流
は
、
企

画
委
員
に
よ
る
手
作
り
懇
談
会
。

白
鷹
の
「
旬
と
豊
か
さ
」
を
お
伝

え
し
た
い
と
、
と
て
も
和
や
か
な

も
て
な
し
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
白
鷹
町
で
落
語
が
見
た
い
」「
草

木
塔
を
調
べ
た
い
」
と
い
う
企
画

委
員
会
で
の
話
し
合
い
が
、
実
際

に
今
年
度
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

●
今
年
は
・
・
・

「
草
木
塔
」
を
通
し
て
、
先
人
達

の
祈
り
に
思
い
を
は
せ
、
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
町
を
知
り
た
い

と
計
画
し
た
「
民
族
信
仰
〝
草
木

塔
〞
へ
の
願
い
」
や
「
し
ら
た
か

寄
席
」「
影
絵
劇
場
」「
秋
を
歌
お

う
」
な
ど
、
芸
術
活
動
の
体
感
メ

ニ
ュ
ー
を
充
実
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

と
し
て
香
山
リ
カ
氏
・
板
本
洋
子

氏
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
あ
ら
た
め
て
文
化
力
を
高

め
る
こ
と
の
必
要
性
を
見
つ
め
直

し
、
自
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
文
化

の
芽
生
え
や
成
長
が
体
験
で
き
、

感
動
を
共
有
し
て
い
く
地
域
づ
く

り
へ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
企
画
委
員
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け

る
か
た
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
要
望
・
お
問
い
合
わ
せ
は
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
係
ま
で
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

　①田勢康弘氏講演会
　　（早稲田大学大学院公共経営研究科教授
　　　　　　　・日本経済新聞客員コラムニスト）
　　　「ポスト小泉を読む」６月17日（土）☆開催済み
　②「民族信仰　草木塔への願い
　　　～草木塔・路傍の石仏・石塔めぐり～」
　　　講師　江口儀雄氏　８月26日（土）午前７時～ 11時
　③落語「しらたか寄席」
　　古今亭菊寿さん　＆　古今亭志ん輔さん
　　　９月18日（月）午後２時～
　④中奥良則氏講演会　
　　　総務省地域再生マネージャー
　　　「文化力で地域の活性化～感動を共有していく地域づくり～」
　　　11月17日（金）午後７時～８時50分
　⑤小松伸子さんと秋を歌おう
　　　11月18日（土）午後７時～８時30分
　⑥おすぎさんのシネマトークと映画上映会
　　　11月25日（土）午後と夜の２回 　映画未定
　⑦影絵劇場　劇団かかし座「星の王子さま」（日程調整中）
　⑧男女共同参画事業
　・パートⅠ　板本洋子氏講演会（日程調整中）  
　　日本青年館結婚相談所所長　　 
　⑨男女共同参画事業
　・パートⅡ　香山リカ氏講演会　
　　精神科医、帝塚山学院大学人間文化学部教授 
　　　平成19年３月17日（土）午後２時　
　☆内容等変更になることもあります。詳細が決まり次第お知らせします。

　☆すべて整理券（または事前申込み）が必要です。（一部有料です）

今年度の「白鷹学講座」
　「文化力で地域の活性化～感動を共有していく地域づくり～」

田勢康弘氏

おすぎ氏

香山リカ氏

小松伸子氏
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環
境
�
�
�
�

　

白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
の
推

進
母
体
で
あ
る
「
美
し
い
郷
づ

く
り
推
進
会
議
」
が
、
平
成
18

年
度
よ
り
組
織
体
制
を
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度

よ
り
「
白
鷹
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
推
進
が
新
た
な

事
業
と
し
て
加
わ
り
、「
ご
み
の

減
量
」
と
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
二
つ
を
大
き
な
柱
と
し
活
動

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平

成
６
年
度
か
ら
ご
み
の
減
量
と

ご
み
集
積
所
の
監
視
等
で
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
廃
棄
物

減
量
等
推
進
員
に
は
、
こ
の
会

議
の
メ
ン
バ
ー
が
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、

地
域
内
で
の
ご
み
の
出
し
方
の

指
導
や
啓
発
活
動
、
さ
ら
に
は

省
エ
ネ
推
進
な
ど
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美
�
�
郷
�
�
�
推
進
会
議　

〜
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
〜

白鷹町美しい郷づくり推進会議委員 (H18.4.1 ～ H20.3.31)

氏　　　名 地　区 氏　　　名 地　区

① 長谷部照昭 蚕桑 11 横山　直広 荒砥

２ 照井　クニ 蚕桑 ⑫ 渋谷佐次郎 十王

３ 加藤　仁美 蚕桑 13 梅津　一久 十王

④ 芳賀　勝 鮎貝 14 高山　耀子 十王

５ 斎藤　俊子 鮎貝 15 熊坂　勝則 十王

６ 樋口金一郎 鮎貝 ⑯ 川部　盛繁 鷹山

⑦ 坂田　満子 荒砥 17 山田　　静 鷹山

８ 高野　節子 荒砥 ⑱ 志田　　修 東根

９ 安部　　進 荒砥 19 新野　好男 東根

10 山口伊都子 荒砥 20 菅原　庄市 東根
※番号に○が付いているかたは地区推薦委員です。

�
�
の
資
源
回
収
は
コ
ン
テ

ナ
に
寝
�
�
�
く
だ
さ
い

　

び
ん
の
資
源
回
収
は
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
各
集

積
所
に
収
集
日
の
前
日
に
コ
ン
テ

ナ
が
配
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ナ
に
び
ん

を
横
に
寝
か
せ
て
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
時
折
、
び
ん
を
立
て
た

状
態
で
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
運
搬
の
と
き
、
支
障
が
出

ま
す
の
で
、
び
ん
は
立
て
ず
に
寝

か
せ
て
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ー
ル
び
ん
や
酒
の
一

升
び
ん
が
集
積
所
に
出
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
酒

屋
さ
ん
に
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
集
積
所
に
出
さ

れ
た
び
ん
は
一
度
溶
か
し
て
か
ら

再
製
品
化
さ
れ
ま
す
が
、
酒
屋
さ

ん
で
回
収
し
た
場
合
は
そ
の
ま
ま

繰
り
返
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
再
生
過
程
で
の
コ
ス
ト

や
環
境
へ
の
悪
影
響
が
少
な
く
て

済
み
ま
す
。

☆
び
ん
の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

�
王
冠
�
�
�
�
�
�
外
�
�
中

�

�
水
洗
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
必
要
�
�
�

�

�
�
�
�

�
袋
�
入
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
出
�
�
�
�
�
�
�

�
集
積
所
�
�
�
�
�
�
寝
�
�

�

�
出
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
酒
一
升
�
�
�

�

酒
屋
�
�
�
出
�
�
�
�
�
�
�

�
割
�
�
�
�
�
紙
�
包
�
�
不

�

燃
�
�
�
�

�
油
�
�
�
農
薬
�
�
�
化
粧
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

簡
単
�
汚
�
�
落
�
�
�
�
�

�

不
燃
�
�
�
�

無
記
名
�
�
�
困
�
�
�

�
�
〜
ご
み
は
居
住
地
域
の

集
積
所
へ
〜

　

荒
砥
仲
町
３
町
内
に
設
置
し
て

い
る
集
積
所
に
、
地
区
外
の
か
た

が
無
記
名
で
ご
み
を
置
い
て
い
く

た
め
、
そ
の
後
の
処
理
に
地
域
の

か
た
が
困
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
仲
町
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
国
道
沿
い
の
車
の

通
り
が
多
い
と
こ
ろ
の
集
積
所
な

ど
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

承
知
の
と
お
り
、
無
記
名
で
出
さ

れ
た
ご
み
は
収
集
さ
れ
ず
に
取
り

置
き
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
内
の

か
た
が
後
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。
地
域
の
集
積

所
は
各
町
内
の
予
算
と
労
力
で
管

理
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
の

で
、
居
住
地
以
外
の
集
積
所
に
は

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
み
は
自
ら
の
責
任
で
ル
ー
ル

に
則
り
処
理
を
す
る
と
い
う
基
本

を
身
に
着
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

集積所でのびんの出し方

良い例

悪い例
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
《歩きの流儀》

　健康づくりのために「実
行している」または「今後
実行したい」と多くの人が
言う。しかし、ただ漫然と
歩いてしまうと健康を損な
うことにも。そこで歩き方
の流儀を知ることが大切。
体調、服装、シューズ、姿
勢、水分補給、ウォーキン
グ前後の準備・整理体操な
ど正しい知識を身に付けて、
さあ街に野に、一歩を踏
み出そう。

ウォーキング特集！

今月の？数字

〔みんなでつくる健康な町づくり〕
　健康づくりに運動は不可欠です。しかし、一言に運動と言っても多種多様で何
をすれば良いのか迷っている人も多いはずです。無理せず、楽しく体を動かせば、
心も身体もリフレッシュし、結果的に健康づくりにつながるのではないでしょう
か。先日、山形新聞や広報しらたか５月12日号に掲載されたフットパスは「歩く
ことを楽しむための小道」という意味のウォーキングコースです。ただ黙々と歩
くのではなく、周りの景色を楽しみ、時には立ち止まり写真を撮ったりと、個人
個人の楽しみ方が無限大に膨らんでいるのです。整備された道だけがフットパス
ではありません。田んぼのあぜ道でもカエルの声に耳を澄ましながら静かに歩く。
そんな季節感たっぷりのフットパスを、ぜひ体験してみてください。“何㎞歩かな
ければいけない”ではなく、“ちょっとあそこまで、あの花を見に歩いてみようか
な”こんな気持ちになれば、心も身体も健康そのものです。

健康増進計画「健康日本21」の2010年ま
での目標値です。１日１万歩を歩くのは
とても難しいことと思われがちですが、
いつもよりプラス1000歩から始めてみて
はいかがでしょうか？ 1000歩＝約600ｍ
～ 700ｍ、時間にして約10分位です。

１万歩

ちょっとあそこまで…

 
働き盛り特別編

白鷹町健康増進計画

“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

〔約9.5Km　13,000歩完歩！〕
　４月23日（日）、できたてほや
ほやの「白鷹フットパス」を歩
きました。荒砥駅からあゆ茶屋
までの往復です。歩くことがで
きるか大変心配しましたが、ウ
ォーキングリーダーのおかげで
脚に疲れが残りませんでした。
青空、西山の残雪、最上川の流
れ、すべて素晴らしく自然を楽
しみながら歩くことでリフレッ
シュできました。これからも、
季節を楽しみながら、歩いてみ
たいと思います。

元気ニコニコウォーキング
～いっしょに、歩きませんか～

　元気ニコニコ推進会議の実践事業として、心と
身体の健康を考え、みんなで楽しく歩こうとスタ
ートした『元気ニコニコウォーキング』も回を重
ねるごとに新たなメンバーが加わり、ワイワイガ
ヤガヤと楽しい活動を続けがんばっています。み
んなと一緒に始めたウォーキングが日常の歩く習
慣になり、生活習慣病の克服に役立てば最高です。
朝のすがすがしい空気を吸いながら、新たな出会
いと発見があるはずです。
　毎月１回歩くコースが違います。興味のあるか
たは健康福祉課（☎86－0120）までお問い合わせ
ください。

フットパス体験談

荒
砥
駅

至朝日町

至山形市

至長井市

フラワー長井線

パレス松風

あゆ茶屋

荒砥橋

つぶて石

R287

白鷹フットパス
最

上
川

R348

フットパス整備ルート地図

歩くことは健康への第一歩。みんなで歩けば元気ニコニコ！



　　

　　 広報しらたか　2006.7.12●21

●日程
　午前９時30分～　受付・フリー練習
　昼12時30分～　　開会式・競技スタート
　午後５時～　　　表彰式・懇親会
●参加費　男性5000円、女性4500円
　（大会費、プレー費、昼食、懇親会費）
　＊懇親会不参加のときは、男女とも1500円
　＊パレス松風の温泉入浴は無料
　＊貸しクラブは無料（要申込）
●競技方法
　36ホールストロークプレー
　（こぶし２回・さくら２回）
　同スコアの場合、こぶし２回目スコア、さくら２
　回目スコアの順で決定。

●参加資格
　白鷹町民のかたはどなたでも（初心者歓迎）
　その他、白鷹町に勤務するかた、白鷹町パーク　
　ゴルフ協会員、白鷹パークゴルフ場コース会員
●表彰（男女それぞれ）
　○優勝者：優勝カップ、賞状及び豪華賞品
　○準優勝者・第３位・ブービー賞：賞品
　○その他：飛び賞、参加賞あり
　○特別賞：ホールインワン賞
●申込方法
　パレス松風または白鷹町パークゴルフ協会役員に
　申し込んでください。
●締め切り　７月19日（水）
■問い合わせ　パレス松風（☎85－1001）

白鷹パークゴルフ場公認コース認定記念

第１回 町長杯親睦大会
７月23日（日）午前９時30分～

白鷹パークゴルフ場

出場者募集！

野菜畑を見に行って

子ども「せんせい　カボチャおっき
　　　くなったね。」（葉を見て）

保育士「すごい大きい葉っぱだね。」
子ども「どうして取ったらいいのか
　　　なー」

子ども「あのよ、大きなかぶみたい
　　　にみんなで引っぱると、大丈

　　　夫だよね。」

保育士「そうだね。」
子ども「楽しみだね。」

子ども「あっ　怪獣だあ。」
保育士「えっ　どこにいるの？」
子ども「あそこ。」（空を指さす）
保育士「あっ見えた」
子ども「ヘビ出てきたあ。食べられ
　　　たあー」

保育士「かわいそうだね。」
子ども「････。」

空を見上げて

あゆ
かい
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき

佳
作　

平
和
と
は
白
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

〃　

共
白
髪　

苦
難
の
跡
が
見
え
隠
れ　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

白
足
袋
が
ピ
タ
リ
と
決
め
た
舞
姿　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

白
よ
り
も
ピ
ン
ク
が
着
た
い
お
年
頃　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

白
壁
が
昔
の
栄
華
語
り
継
ぐ　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

血
圧
が
白
衣
見
つ
め
て
高
く
な
る　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

白
サ
ギ
が
青
田
に
下
り
る
平
和
な
絵　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

白
を
黒　

黒
を
白
だ
と
へ
そ
曲
が
り　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

白
い
雲
見
上
げ
宇
宙
に
夢
を
追
う　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

白
寿
ま
で
脳
も
元
気
で
居
て
ほ
し
い　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

白
旗
は
決
し
て
上
げ
ぬ
土
根
性　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

白
黒
の
写
真
無
邪
気
な
友
の
数　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

秀
逸　

白
羽
の
矢
立
つ
ま
で
老
い
を
楽
し
も
う　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

色
白
が
七
難
か
く
す
目
鼻
立
ち　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

ま
だ
余
白
夢
の
続
き
を
残
し
た
い　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

分
身
の
白
髪
い
と
お
し
朝
の
櫛く
し　

　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

検
診
は
白
の
判
定　

旨う
ま

い
酒　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

白
球
を
追
う
少
年
の
瞳め

の
光
り　
　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

白
銀
を
緑
に
変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

白お
し
ろ
い粉
を
忘
れ
て
夫
と
陽
に
焼
け
る　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

面
白
く
生
き
る
工
夫
を
し
て
二
人　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

傷
つ
い
た
こ
こ
ろ
癒
し
て
白
い
花　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

五
客　

弱
点
を
補
い
な
が
ら
共
白
髪　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

白
地
で
す
あ
な
た
の
色
に
染
ま
り
ま
す　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

嫁
ぐ
日
の
孫
の
ド
レ
ス
が
白
く
舞
う　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

淡
白
な
味
で
健
康
管
理
さ
れ　
　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

白
線
に
立
つ
と
戦
う
貌か
お

に
な
る　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

人
位　

告
白
も
せ
ず
面
影
を
抱
い
た
ま
ま　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

地
位　

真
っ
白
な
画
布
に
青
春
ぶ
っ
つ
け
る　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

天
位　

余
白
ま
だ
燃
え
る
夢
あ
り
虹
を
追
う　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

軸　

平
和
郷　

白
鷹
音
頭
に
陽
が
沈
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
課
題　

「
金
」　

七
月
末
日
ま
で　

「
家
〕　

八
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地
克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

白　
　
　
　

新
野
三
拍
子　

選



●22

催　し

第
12
回
白
鷹
紅
花
�
�
�

▼
い
つ　

７
月
15
日
（
土
）
〜
16

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館
（
旧
滝

野
小
学
校
）、萩
野
大
日
堂

▼
演
舞

・
花
柳
千
優
良
舞
踊
団

（
15
日
午
前
11
時
及
び
午
後
１
時
）

・
和
太
鼓
紅

（
16
日
午
前
11
時
及
び
午
後
１
時
）

・
畔
藤
田
植
え
踊
り

（
16
日
午
前
11
時
萩
野
大
日
堂
）

▼
体
験
・
展
示

①
体
験　

白
鷹
紬
機
織
り
、
紅
花

染
め
、
紅
花
リ
ー
ス
づ
く
り
、
紅

花
ハ
ガ
キ
づ
く
り

②
展
示　

紅
花
生
け
花
の
展
示

▼
そ
の
他

・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・
紅
花
の
山
里
を
歩
く

・
た
き
の
野
外
彫
刻
展

・
地
元
滝
野
手
打
ち
そ
ば

・
紅
花
を
使
っ
た
食
品
販
売

＊
萩
野
大
日
堂
で
、
先
着
２
０
０

　

人
ま
で
紅
花
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観

光
交
流
係
（
☎
85

－
６
１
２
６
）

／
町
観
光
協
会
（
☎
86

－

０
０
８

６
）

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

７
月
23
日
（
日
）
午
前

６
時
〜
８
時
30
分
（
午
前
５
時
45

分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

ス
ピ
カ
駐
車
場

▼
コ
ー
ス　

紅
花
畑
周
遊
コ
ー
ス

（
ス
ピ
カ
〜
十
王
上
野
〜
滝
野
〜

萩
野
〜
ス
ピ
カ
）

▼
内
容　

朝
露
に
ぬ
れ
る
紅
花
を

観
賞
し
な
が
ら
、
紅
花
畑
周
遊
コ

ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

＊
申
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催　

８
月
20
日
（
日
）

白
鷹
林
道
コ
ー
ス
（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

介
護
者
交
流
会
�
�
案
内

　

介
護
者
の
皆
さ
ん
、
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し
い
介
護

か
ら
一
時
的
に
離
れ
、
介
護
者
同

士
の
交
流
を
持
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
と
コ
ー
ス

【
１
日
コ
ー
ス
】

①
８
月
31
日
（
木
）
上
山
温
泉

②
10
月
15
日
（
日
）
パ
レ
ス
松
風

【
１
泊
２
日
コ
ー
ス
】

①
９
月
７
日
（
木
）〜
８
日
（
金
）

温
海
温
泉

②
９
月
27
日
（
水
）〜
28
日
（
木
）

蔵
王
温
泉

③
10
月
26
日
（
木
）〜
27
日
（
金
）

白
布
温
泉

▼
参
加
対
象

　

次
の
か
た
を
介
護
し
て
い
る
介

護
者
で
す
。

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

る
か
た

②
認
知
症
の
あ
る
高
齢
の
か
た

（
日
常
生
活
自
立
度
Ⅲ
以
上
）

▼
参
加
費　

原
則
と
し
て
全
額
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
を

受
け
て
い
る
か
た
が
短
期
入
所
等

を
利
用
す
る
場
合
は
、
一
部
負
担

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
参
加
す
る
た
め
に
介
護
が
必
要

な
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く

て
も
参
加
条
件
に
該
当
す
る
よ
う

な
か
た
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

元
気
�
60
代
�
過
�
�
�
�
�

健
康
教
室

　

第
二
の
人
生
を
よ
り
楽
し
く
、

充
実
す
る
た
め
の
心
と
か
ら
だ
の

健
康
づ
く
り
を
行
う
教
室
で
す
。

12
月
ま
で
全
６
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
内
容

○
開
校
式

○
講
演
「
心
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ

　

ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
〜
人
生
い
つ
も

　

泣
き
笑
い
」

　

講
師　

我
妻
淳
一
さ
ん
（
ヒ
ュ

　

ー
マ
ン
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究

　

所
あ
こ
〜
る
所
長
）

＊
２
回
目
以
降
は
、
医
師
の
講
演
、

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
な

　

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
対
象　

50
代
後
半
か
ら
60
代
前

半
の
か
た

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
一
部

実
費
徴
収
あ
り
）

▼
申
込
方
法　

荒
砥
地
公
民
館
へ

電
話
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

７
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
地
区
公
民

館
（
☎
85

－

０
２
６
０
）
元
気
ニ

コ
ニ
コ
推
進
会
議
事
務
局
（
健
康

福
祉
課
健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０

２
１
０
）

第
56
回
社
会
�
明
�
�
�
�
運

動
住
民
集
会

　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
住
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
18
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
ビ
デ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
二
つ
の

　

道
」

②
講
演
「
共
感
の
中
か
ら
」

　

講
師　

菊
地
豊
宗
さ
ん
（
瑞
岩

　

寺
住
職
）

▼
主
催　

保
護
司
会
・
更
生
保
護

女
性
会

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
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募　集

�
�
�
�
的
音
楽
映
画
塾

▼
い
つ　

８
月
５
日
（
土
）
〜
６

日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
及

び
町
内

▼
内
容

①
映
画
×
ト
ー
ク

「
タ
イ
マ
グ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

「
東
京
原
発
」

「Shall w
e 

ダ
ン
ス
？
」
な
ど

②
塾

「
房
之
助
自
転
車
塾
」

「
関
口
塾
」
…
プ
レ
イ
ブ
ス
ト
ー

　

リ
ー
制
作
秘
話

「
小
室
塾
」
…
み
そ
づ
く
り

▼
入
場
料

映
画
×
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

・
一
日
前
売
券
２
５
０
０
円

（
当
日
券
３
０
０
０
円
）

▼
塾
参
加
料　

２
５
０
０
円

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

し
ら
た
か
的
音

楽
映
画
塾
実
行
委
員
会
（
☎
86

－

１
５
１
６
）

山
形
�
�
�
�
伝
統
野
菜
料
理

教
室

　

伝
統
野
菜
と
し
て
昨
年
度
認
定

さ
れ
た
９
品
目
を
食
材
に
し
た
料

理
教
室
で
す
（
全
３
回
）。

▼
い
つ　

７
月
31
日
（
月
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
お
き
た
ま
宮
内

支
店

▼
内
容　

第
１
回
「
薄
皮
丸
な
す
」

「
お
か
ひ
じ
き
」
を
食
材
に
し
た

漬
物
な
ど

▼
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
（
食

材
代
）

▼
募
集
人
数　

各
回
30
人
（
先
着

順
）

▼
募
集
期
間　

７
月
18
日
（
火
）

〜
26
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

農
業
振
興
課
農
産
園
芸
担
当
（
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１
）

�
�
�
�
講
演
会

▼
い
つ　

７
月
22
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
15
分

▼
ど
こ
で　

国
立
病
院
機
構
山
形

病
院
附
属
看
護
学
校
（
山
形
市
）

▼
参
加
費　

無
料

＊
当
日
会
場
へ
直
接
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
講
演
内
容

①
「
て
ん
か
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
」

　

講
師　

久
保
田
英
幹
さ
ん
（
静

　

岡
て
ん
か
ん
・
神
経
医
療
セ
ン

　

タ
ー
診
療
部
長
）

②
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

　

講
師　

杉
江
拓
也
さ
ん
（
厚
生

　

労
働
精
神
保
健
課
課
長
補
佐
）

※
会
場
で
「
て
ん
か
ん
の
書
籍
」

は
当
該
地
域
に
居
住
す
る
予
定
の

か
た
で
、
昭
和
56
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
高
校
卒
（
平
成
19

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
か
た
を
含

む
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
か
た
。

▼
採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月

１
日

【
試
験
に
つ
い
て
】

▼
期
日　

９
月
17
日
（
日
）

▼
会
場　

長
井
南
中
学
校

▼
内
容

・
一
次
試
験　

教
養
試
験
、
作
文

　

試
験
、
適
性
試
験
（
筆
記
）

・
二
次
試
験　

体
力
試
験
、
人
物

　

試
験

【
申
込
受
付
】

▼
期
間　

８
月
１
日
（
火
）
〜
８

月
15
日
（
火
）

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
曜
、
日
曜
、
休
日
を
除

く
）

▼
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合
事
務

局
（
長
井
市
）

▼
申
込
用
紙
の
請
求　

西
置
賜
行

政
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
、
消

防
署
ま
た
は
各
分
署
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
（
☎
88

－

４
３
３
６
）

狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

　

こ
れ
か
ら
新
た
に
狩
猟
を
希
望

す
る
か
た
に
、
狩
猟
免
許
試
験
の

事
前
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
採
用
試
験

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

西
置
賜
行
政
組
合
初
級
消
防
職

　

２
人

▼
受
験
資
格　

長
井
市
、
小
国
町
、

白
鷹
町
、
飯
豊
町
の
居
住
者
ま
た

の
展
示
販
売
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
山
形
病
院
管
理
課

（
☎
０
２
３

－

６
８
４

－

５
５
６
６
）

白
鷹
九
条
�
会
学
習
会

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
15
日
（
土
）
午
後

７
時
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
内
容
「
靖
国
問
題
を
考
え
る
」

▼
参
加
費　

３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
九
条
の
会

　

疋
田
（
☎
85

－

５
６
７
５
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
）

山
形
�
魅
力
再
発
見
講
義

　

山
形
が
は
ぐ
く
ん
で
き
た
文
化
、

芸
術
、
科
学
技
術
を
、
学
問
の
観

点
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
受
講
者
の

皆
さ
ん
と
学
び
ま
す
。
山
形
大
学

教
授
が
講
義
し
ま
す
。

▼
対
象　

県
民
の
か
た
（
定
員
30

人
）

▼
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
２
回

目
は
昼
食
代
１
５
０
０
円
別
途
必

要
）

▼
講
義
予
定
（
全
３
回
）

◎
９
月
16
日
（
土
）
山
形
大
学
人

文
学
部

①
「
山
形
の
地
域
経
済
」

②
「
仮
想
表
象
空
間
ヤ
マ
ガ
タ
の

　

挑
戦
」

◎
９
月
30
日
（
土
）
山
形
大
学
農

　

学
部
（
バ
ス
で
鶴
岡
へ
）

①
解
説
・
見
学　

出
羽
三
山
神
社

　

斎
館
精
進
料
理
（
昼
食
）

②
「
出
羽
三
山
の
歴
史
」

③
「
在
来
作
物
か
ら
見
た
山
形
の

　

食
文
化
と
歴
史
」

◎
10
月
７
日
（
土
）
山
形
大
学
人

　

文
学
部

①
「
山
形
の
酒
造
り
」

②
「
元
気
な
山
形
の
産
学
官
連
携
」

③
「
糖
尿
病

－

忍
び
寄
る
危
険

－

」

▼
主
催　

山
形
大
学
都
市
・
地
域

学
研
究
所

▼
募
集
期
間　

９
月
10
日
（
日
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
大
学
人
文

学
部
総
務
係
（
☎
０
２
３

－

６
２

８

－

４
２
０
３
）
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おしらせ

▼
会
場
・
日
時

①
山
形
会
場
（
林
業
会
館
）

　

８
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

午
後
４
時
30
分

②
庄
内
会
場
（
庄
内
総
合
支
庁
）

　

８
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

　

午
後
４
時
30
分

▼
受
講
料　

７
０
０
０
円
（
講
師

料
、
テ
キ
ス
ト
代
等
）

▼
申
込
方
法　

受
講
を
希
望
す
る

日
の
５
日
前
ま
で
、
山
形
県
猟
友

会
ま
た
は
猟
友
会
の
各
地
区
支
部

に
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
猟
友
会

（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２
）

平
成
18
年
度
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
会

　

３
年
毎
に
講
習
を
受
講
し
な
け

れ
ば
、
免
状
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ

る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
な
い

で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
対

象
者
は
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
で
す
。

▼
い
つ

①
給
油
取
扱
所　

９
月
１
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
昼
12
時

②
一
般
講
習（
給
油
取
扱
所
以
外
）

　

１
回
目　

８
月
31
日
（
木
）
午

　

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

２
回
目　

９
月
１
日
（
金
）
午

　

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部

▼
受
付
期
間　

７
月
21
日
（
金
）

〜
８
月
11
日
（
金
）

▼
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

※
受
講
申
請
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
ま
た
は
各
分
署
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防

課
内
西
置
賜
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局
（
☎
88

－

１
７
９
７
）

防
衛
庁
自
衛
官
募
集

【
一
般
曹
候
補
学
生
】

▼
対
象　

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の

男
女

▼
試
験
期
日　

９
月
16
日
（
土
）

【
曹
候
補
士
】

▼
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
女

▼
試
験
期
日　

９
月
16
日
（
土
）

【
２
等
陸
海
空
士
】

▼
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
女

▼
試
験
期
日　

９
月
24
日
（
日
）

・
25
日
（
月
）

【
共
通
】

▼
試
験
科
目　

国
・
数
・
英
・
作

文
、
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

▼
対
象　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
の

上
旬
に
陸
・
海
・
空
の
部
隊
へ
入

隊
で
き
る
か
た

【
募
集
説
明
会
】

「禁煙診療」のお知らせ
　町立病院では、禁煙のための診療を行っていま
す。
●診療日時
　毎週木曜日　午後５時～午後６時
●受診方法
・予約制ですので、町立病院へご連絡ください。
・予約されたかたに関係書類を送付します。
・予約及び診療は、外科外来で行います。
●注意事項
・初回受診は約30分かかります。
・受診時に次回の予約を取っていただきます。
・合計５回（８週間）の外来通院となります。

■予約・問い合わせ
　白鷹町立病院
（☎85－2155）

斎
場
�
利
用
�
�
�
�
�
�
�
�

�
注
意
�
�
�
�
�

　

斎
場
へ
の
送
電
ケ
ー
ブ
ル
の
張

り
替
え
工
事
に
伴
い
、
７
月
26
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、

斎
場
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
午
後

は
、
通
常
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ

▼
日
時　

７
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
昼
12
時

▼
対
象　

自
衛
官
（
陸
海
空
）
に

興
味
の
あ
る
か
た
及
び
ご
父
兄

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊

米
沢
募
集
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
養
成
講
座

　

在
宅
の
障
害
者
の
か
た
が
た
の

た
め
に
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
、

ソ
フ
ト
等
の
使
用
方
法
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。

▼
い
つ　

８
月
５
日
（
土
）、６
日

（
日
）、19
日（
土
）、20
日（
日
）
午

後
１
時
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
身
体
障
害
者

福
祉
会
館
（
山
形
市
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
内
容　

講
義
と
音
声
ソ
フ
ト
を

利
用
し
た
実
技

▼
定
員　

10
人

▼
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
月
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
☎
０
２

３

－

６
８
６

－

３
６
９
０
）

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
参
加
者

募
集

　

社
会
・
生
涯
教
育
向
け
に
教
室

を
開
き
ま
す
。

▼
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館
（
元
滝

野
小
学
校
）

▼
造
形
教
室　

・
日
時　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
４

　

時
〜
５
時

・
費
用　

月
２
０
０
０
円
（
材
料

　

費
含
む
）

・
対
象　

５
歳
〜
小
学
校
低
学
年

▼
絵
画
教
室

・
日
時　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
６

　

〜
８
時

・
費
用　

月
４
０
０
０
円
（
材
料

　

費
別
）

・
対
象　

小
学
校
高
学
年
〜
成
人

☆
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
に
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か
た

同
時
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

松
岡
英

輝
（
☎
85

－

６
３
３
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
）



　　 広報しらたか　2006.7.12●25

い　つ　７月22日（土）午後２時～３時30分
　　　　　　　　　　　　　　 （午後１時30分開場）

どこで　中央公民館大ホール

◇演奏曲目
　「江戸子守り唄」「さくら貝の歌」「太陽がいっぱい」
　「少年時代」「星に願いを」「アヴェマリア」など
　＊当日、草笛の指導もいただきますので、つつじ・さくら・ばら
　　・山芋の葉など身近にあるもの２～３枚持参ください。
◇入場料　大人500円（当日600円）
　＊小・中・高校生は無料ですが、整理券が必要です。
◇入場券・整理券の取り扱い
　教育委員会・各地区公民館・中央公民館・町立図書館
◇主催　白鷹町・白鷹町教育委員会・白鷹町芸術文化協会
◇後援　荒砥高等学校・山形新聞・山形放送　
■問い合わせ　教育委員会文化振興係（☎85－6146）

菅間忠男氏のプロフィール
1943年白鷹町荒砥で生まれる。荒砥中学校・荒砥
高校・山形大学に在学中から草笛を吹き続ける。
50代に入って草笛の思いが強く練習時間を増やす。
現在は仕事もやりながら草笛教室なども開催。

ピアノ伴奏者　長谷部真弓さん
　蚕桑在住
　聖霊女子短期大学音楽科ピアノ専攻・ヤマハ音
　楽教室講師を経て、現在は自宅にてピアノ指導

♪ＮＨＫ朝のドラマ『純情きらり』ヒロイン役　宮崎あおいの草笛吹替演奏者♪

菅間忠男　草笛コンサート　

パソコン講習会（７月）
期日 時間 コース 内容 受講料

７月 18 日 （火）
19 日 （水）
20 日 （木）

午後１時 30 分
～３時 30 分

（合計６時間）

パソコン入門

文字入力コース

パソコン初心者向けのコースです。パソコンを始める

なら、まずは文字入力ができることが必要です。そこ

で今回は集中的に６時間文字入力をやってみましょう。

3,000 円

◆会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター隣接）

◆受講料　3,000 円　　◆テキスト代　1,050 円

◆申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86 － 0151）※電話番号をお間違えなく。

◆お願い　受講途中に、退席されても受講料とテキスト代は返金できませんのでご了承ください。

＊毎月第 4土曜日は、情報センターの無料開放日！　午後１時～４時までどなたでもご利用いただけます。

け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
く

ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

１
３
１
）

�
平
成
18
年
�
月
長
雨
土
砂
災
害

義
援
金
�
�
�
協
力
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
６
月
の

長
雨
土
砂
災
害
で
被
災
さ
れ
た
か

た
が
た
の
た
め
に
、
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

７
月
18
日
（
火
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
社
白

鷹
町
分
会（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
健
康

福
祉
課
福
祉
係（
☎
86

－

０
１
１
１
）

�
月
��
青
少
年
�
非
行
問
題
�

取
�
組
�
全
国
強
調
月
間
��
�

　

青
少
年
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
児

童
虐
待
事
件
や
少
年
が
被
害
者
・

加
害
者
と
な
る
事
件
が
続
発
す
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
心
配
さ
れ
る

状
況
に
あ
り
、
子
ど
も
を
非
行
に

走
る
こ
と
な
く
健
全
に
育
成
す
る

こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
内
閣
府
で
は
７
月

を
強
調
月
間
と
し
、
有
害
な
環
境

を
改
善
し
て
い
く
活
動
な
ど
、
関

係
機
関
や
団
体
、
地
域
住
民
等
と

連
携
し
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

介
護
�
�
�
�
�
介
護
労
働
者

�
�
�
番

▼
い
つ　

７
月
19
日
（
水
）
〜
20

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
内
容

①
介
護
ヘ
ル
パ
ー
・
介
護
労
働
者

　

か
ら
労
働
相
談
を
受
け
付
け
ま

　

す
。

②
労
働
問
題
か
ら
は
相
対
的
に
離

　

れ
た
介
護
の
制
度
や
こ
れ
に
ま

　

つ
わ
る
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
も
、

　

相
談
者
と
一
緒
に
考
え
対
応
し

　

ま
す
。

▼
受
付
電
話　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

３
７
８

－

０
６
０

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

４
０
１
０
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●6月1日 ▼6月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
鮎　貝　和　田　幸　雄　83
荒砥甲　内　山　ハナヨ　88
荒砥甲　橋　本　味　吉　74
十　王　原　田　　　次　79
畔　藤　　　原　伊左衛門　81
萩　野　小　川　昌　子　51
横田尻　鈴　木　武　次　72
荒砥甲　鈴　木　俊　美　81
荒砥甲　林　　　　鶴　　95
畔　藤　齋　藤　　　子　65
畔　藤　田　中　君　代　74
箕和田　長　岡　ま　つ　86
荒砥乙　佐　藤　　清　　78
荒砥乙　塚　本　登美子　74
鮎　貝　赤　間　利　男　81
浅　立　　　地　そ　の　96
佐野原　伊　　　みよの　83
畔　藤　富　永　啓　吉　77
高　玉　梅　津　ひさ子　87
荒砥乙　渡　部　と　み　92
浅　立　沼　　　藤　吾　97

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

横田尻 丸川 利　英 裕
ゆう

　太
た

優　子

畔　藤 菅原 智　宏 紗
さ

　希
き

純　子

十　王 五十公野 政　人 ヒカル純　子

荒砥乙 大貫 智　寛 彩
あや

　華
か

千　夏

高　岡 小関 裕　智 琉
る

　威
い

みゆき

浅　立 髙橋 純　一 祐
ゆう

　星
せい

愛　美

荒砥甲 工藤 裕一郎 那
な な こ

ゝ子有香子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（大　宮　達　郎　　神奈川県
岡　部　美奈子　　鮎　貝

（渋　谷　陽　平　　箕和田
勝　野　青　佳　　長野県
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